
ＤＸ、ゼロカーボン、
共生社会づくり、
学びの県づくり
に資する取組

事　業　名 中小企業金融対策事業費
部局 産業労働部 課・室 経営・創業支援課

実施期間 S28

事業番号

１　現状と課題

07 02 03 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

①付加価値を高め、経済成長を実現

～ E-mail keieishien@pref.nagano.lg.jp

目指す姿
・中小企業者の信用度を補完し、事業に必要な資金の円滑な調達を促進する。
・高度化資金及び設備近代化資金における債権調査等を進めながら、滞納額を縮減する。

総合的に展開
する重点政策

2-1 革新力に富んだ産業の創出・育成

２　令和４年度事業内容

予算のポイント
・

主な取組
（予定）

✓中小企業融資制度資金により中小企業者の資金繰りを支援
・新型コロナウイルスの影響を受けた中小企業者の返済負担の軽減を図るため、信用保証付き融資全般を借換対象とする新メニュー（伴走
支援型）を経営健全化支援資金に追加するとともに、融資枠を拡充（R3:200億円⇒R4：300億円）
・新型コロナウイルスの影響による新規借入需要に対応するため、最優遇金利（0.8％）を適用している「経営健全化支援資金（新型コロナウイ
ルス対策）」について、貸付要件を緩和した上で、令和４年度も継続

✓滞納額縮減への取組
・引き続き、延滞債権回収業務をサービサーに委託し、滞納額縮減を促進

これまでの
取組

・県が金融機関に貸付原資の一部を預託することにより、貸出金利を低減化
・政策的な資金については、県と市町村が協調して信用保証料の一部を補助し、企業負担を軽減
・新型コロナウイルスの影響により厳しい経営環境にある中小企業者の資金繰りを支援するため、新たな資金を創設
・高度化資金及び設備近代化資金の滞納額縮減のため、債権回収会社（サービサー）に回収業務を委託　など

令和３年度
の点検結果

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

・中小企業者の資金需要に対応するため、経済状況、社会情勢等に
応じた制度とする必要がある。

・資力が十分でないなどの事情により、返済が進まない債務者がい
る。

・国の制度の動向等を考慮し、社会情勢、経済状況等に応じた効果
的な制度となるよう随時見直しを行う。

・引き続きサービサーと連携し、滞納額の縮減を図る。

【DX】【ゼロカーボン】制度資金「信州創生推進資金」により、事業者のAI・IoT導入やゼロカーボンに向けた取組等を引き続き支援

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区分（単位：千円） R２年度 R３年度 R４年度

No 成果指標

30,826,927 168,152,191
要求

単
位

R１年度
推
移

R２年度
推
移

R３年度
（見込）

予算案 198,564,060

補正予算 55,956,686 0

198,612,901

1
中小企業融資制度「中小企業振興資金（創業
枠）」、「小規模企業発展資金」及び「信州創生
推進資金」利用件数

件 970 ↘ 824 ↗ 1,190 1,190

R４年度
目標値

予
算
額

前年度繰越 0 0

当初予算

合計（A) 86,783,613 168,152,191
要求 198,612,901

2
延滞先からの回収額
（高度化資金・近代化資金）

千円 3,506 ↘ 3,353

520,556
要求

3

↗ 3,438 3,132

予算案 511,692

1,312,446

4

予算案 198,564,060

うち一般財源 174,455

11.5職員数（人） 11.5 11.5
5

 決　算　額（B） 86,780,495

目
標
値

1.R3年度の利用見込を踏まえ設定
2.R3年度の償還見込を踏まえ設定

予算要求からの
主な変更点

・中小企業融資制度資金について、経営健全化支援資金の拡充内容を見直したことにより、予算額を減額
・中小企業融資制度資金について、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用により、一般財源の予算額を減額
・小規模企業者等設備導入資金貸付事務費について、貸付金管理システム再構築に係る経費を見直したことにより、減額

設
定
理
由

成
果
指
標

1.県の商工施策に適合する方向へ中小企業者を誘導・援助する資金の利用状況を把握するための指標
2.税外収入未収金（高度化資金・近代化資金）状況を把握するための指標



07 02 03

金融機関に貸付原資の一部を預託

高度化資金償還 中小企業基盤整備機構への償還直接

中小企業基盤整備機構への貸付直接

No. 細事業を構成する主な取組

中小企業融資制度資金
30,483,115 167,758,644

要求 198,238,909

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

当初予算
Ｒ３年度

当初予算

1 融資原資預託

事業番号 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

事　業　名 中小企業金融対策事業費 部局 産業労働部 課・室 経営・創業支援課

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和４年度　実施内容（予定）

1

1 高度化資金貸付

Ｒ４年度
当初予算

198,190,173

千円 千円 千円

3 利子補給補助金 中小企業者の資金繰りを支援するため、金融機関を通じて利子補給を実施補助金

2 信用保証料補助金

3 高度化資金繰出 一般会計への繰出直接

2

貸付金

千円 千円 千円

予算案

政策的な資金について、信用保証料の一部を補助補助金

2 高度化資金
337,038 387,035

要求 349,768

予算案 349,768

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

当初予算
Ｒ３年度

当初予算
Ｒ４年度

当初予算

実施方法 令和４年度　実施内容（予定）



07 02 03

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

当初予算
Ｒ３年度

当初予算

事業番号 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

事　業　名 中小企業金融対策事業費 部局 産業労働部 課・室 経営・創業支援課

Ｒ４年度
当初予算

予算案

延滞債権回収業務委託委託

不動産競売

4 小規模企業者等設備導入資金
2,044 2,002

要求 1,964

予算案 1,964

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

当初予算
Ｒ３年度

当初予算

貸付金管理システム再構築

3 小規模企業者等設備導入資金貸付事務費
4,730 4,510

要求 22,260

直接

2 設備近代化資金繰出 一般会計への繰出直接

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和４年度　実施内容（予定）

1 設備近代化資金償還 国への償還直接

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和４年度　実施内容（予定）

22,155

千円 千円 千円

3

不動産の競売

高度化資金貸付金の債権管理等に必要なシステムの再構築費用委託

2 延滞債権回収業務委託

Ｒ４年度
当初予算

1


